
【平成２２年３月定例会（第１回）】 
 
開会にあたり、一言、ごあいさつを申し上げます。 
 本日は、平成２２年３月市川三郷町議会第１回定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、公私ともご多用の中、ご出席を賜り、ここに定例会が開会できま

すことに厚くお礼を申し上げます。 
 また、平素、町行政の推進にご尽力、ご協力をいただいておりますことに、併せて感謝

を申し上げます。 
 さて、昨年１０月から１２月期の国内総生産ＧＤＰの速報値が発表されましたが、指標

からは景気は持ち直しつつあるとのことでありますが、体感として依然として厳しい状況

にあることを、税収の落ち込み幅などからも感ずるところであります。 
 平成２２年度当初予算は、一般会計および１６特別会計の歳入歳出予算の総額は、１２

９億５，０３４万円であり、対前年度比７億５，１３５万円の減額、率にして５．４８％

の減であります。 
 一般会計では、歳入歳出予算の総額を７８億８，２３６万円であり、対前年度比７億１，

２９１万円の減額、率で８．２９％の減であります。 
 特徴といたしましては、子育て支援対策のさらなる充実、子ども手当支給事業として２

億５，８００万円を計上、新規事業として重度心身障害者往診交通費助成事業、ヒブワク

チン予防接種への助成、住宅用太陽光発電システム機器の設置費用に対し、最大１２万円

の補助など、また公債費適正化のための繰上げ償還を平成１９年度より計上し、引き続き

財政の健全化を図ることとしております。 
 また、笠井雄一議会事務局長には、この３月末をもってご退職となります。今議会定例

会が、最後の議会となります。笠井局長には、円滑な議会運営に尽くされたご功績に対し、

心から感謝を申し上げるところでございます。 
 また、同じく３月末をもって退職されます、各課長、係長におかれましても、今議会定

例会が最後の議会となります。町行政運営に尽くされた功績に対して、心から感謝を申し

上げる次第であります。 
 本日、ご提案を申し上げる案件は、条例改正２件、条例廃止１件、規約の変更等４件、

補正予算１３件、当初予算１９件、合わせて３９案件であります。 
 十分なご審議をいただき、ご議決いただけますようお願い申し上げ、あいさつといたし

ます。 
 （以下省略） 


